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赤
羽
刀
と
は
、
太
平
洋
戦
争

終
結
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
占

領
軍
）
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
た

刀
剣
類
の
内
、
廃
棄
を
免
れ
、

赤
羽
（
東
京
都
北
区
赤
羽
）
に

集
め
ら
れ
た
経
緯
を
も
つ
接
収

刀
剣
類
の
総
称
で
す
。

　
こ
の
時
、
約
５
、
５
０
０
口

余
り
が
選
別
さ
れ
、
東
京
国
立

博
物
館
で
保
管
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
所
有
者
が
判
明
し
た
も

の
は
返
還
さ
れ
ま
し
た
が
、
残

り
は
収
蔵
庫
に
置
か
れ
た
ま
ま

と
な
り
ま
し
た
。

　
戦
後
50
年
に
当
た
る
平
成
７

年
、
議
員
立
法
「
接
収
刀
剣
類

の
処
理
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

っ
て
、
い
っ
た
ん
国
の
も
の
と

な
り
、
そ
の
後
平
成
11
年
12
月

に
公
開
、
活
用
す
る
こ
と
を
前

提
に
３
、
２
０
９
口
が
全
国
の

公
立
の
博
物
館
な
ど
へ
無
償
譲

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
因
幡
鍛
冶
は
江
戸
時
代
に
な

り
、
池
田
家
が
32
万
石
の
外
様

大
名
と
し
て
入
国
の
折
、
美
濃

国
関
（
岐
阜
県
関
市
）
鍛
冶
で

あ
る
兼
先
派
の
刀
匠
を
連
れ
て

き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
鳥
取
東

照
宮
の
神
剣
製
作
の
た
め
、
京

の
出
羽
大
掾
国
路
の
弟
子
で
あ

る
忠
国
派
を
招
き
ま
す
。

　
そ
の
後
、
寛
政
の
改
革
の
頃

に
浜
部
寿
格
を
筆
頭
に
し
た
浜

部
派
が
台
頭
し
て
き
ま
す
。
こ

の
浜
部
派
の
技
術
は
、
幕
末
の

巨
匠
・
源
清
麿
へ
と
つ
な
が
り
、

一
大
派
閥
と
な
り
ま
す
。
明
治

２
年
の
支
配
帳
に
は
こ
の
因
幡

鍛
冶
３
家
が
鳥
取
藩
の
お
抱
え

刀
匠
と
し
て
名
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　
伯
耆
鍛
冶
は
、
戦
国
時
代
に

山
名
家
や
毛
利
家
に
味
方
し
た

小
鴨
家
の
お
抱
え
鍛
冶
・
広
賀

派
の
作
が
多
い
の
で
す
が
、
江

戸
時
代
に
な
り
、
平
和
な
寛
文

年
代
の
頃
に
は
広
賀
派
の
刀
匠

は
ほ
と
ん
ど
農
鍛
冶
に
転
業
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
因
幡
国
の
刀
匠
た
ち
の
よ
う

に
鳥
取
藩
池
田
家
の
お
抱
え
鍛

冶
に
は
な
れ
ず
衰
退
し
た
の
で

し
ょ
う
。

　
長
船
鍛
冶
と
伯
耆
鍛
冶
の
広

賀
・
冬
広
と
は
戦
国
武
将
を
通

じ
て
接
点
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
出
雲
国
尼
子
家
の
家
老
・

宇
山
家
か
ら
の
注
文
打
ち
（
為

打
ち
と
も
い
う
）
が
ほ
ぼ
同
時

期
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
長
船
鍛
冶
の
国
光
・
祐
定
・

治
光
と
伯
耆
鍛
冶
・
広
賀
の
作

が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、
備
中
国
三
村
家
と
長

船
鍛
冶
の
春
光
と
は
、
関
係
も

深
く
、
注
文
打
ち
が
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
同
時
期
に
、
伯
耆
国
の
広
賀
・

冬
広
も
三
村
家
よ
り
招
か
れ
備

中
国
で
作
刀
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
互
い
の
技
術
交
流
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
時
代
は
ず
っ
と
後
に
な
り
ま

す
が
、
江
戸
後
期
、
後
の
帝
室

技
芸
員
と
な
っ
た
伯
耆
鍛
冶
・

宮
本
包
則
は
、
備
前
長
船
の
名

匠
・
祐
包
に
弟
子
入
り
し
、
７

年
程
修
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
後
帰
国
し
、
京
や
江
戸

で
多
く
の
宮
家
の
お
守
り
刀
を

作
刀
し
て
有
名
な
刀
匠
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は

６
月
７
日
（
日
）
ま
で
の
期
間

で
、
赤
羽
刀
の
テ
ー
マ
展
「
再

結
集
!!
　
輝
き
ヲ
取
り
戻
し
た

赤
羽
刀
シ
リ
ー
ズ
Ⅰ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
テ
ー
マ
展
で
は
、
鳥
取

県
立
博
物
館
所
蔵
の
伯
耆
・
因

幡
国
を
中
心
と
し
た
36
口
の
赤

羽
刀
を
当
博
物
館
の
赤
羽
刀
と

と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
国
を
越
え
た
交
流
の
歴
史
や
、

日
本
刀
受
難
の
歴
史
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
他
館
と
の
協
力
の

も
と
、
地
域
を
超
え
た
交
流
の

歴
史
を
鑑
賞
で
き
る
企
画
展
を

開
催
し
ま
す
。
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赤
羽
刀
で
見
る
長
船
鍛
冶
と

　
　
　
　
　
　
伯
耆
・
因
幡
鍛
冶

■問い合わせ先
　牛窓図書館　　　　　　０８６９－３４－５６５３
　中央公民館図書室　　　０８６９－２２－３７６１
　長船町公民館図書室　　０８６９－２６－２５０１
　ホームページ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

森炎・岡部敬史　著

「裁く」ための練習帳

　いよいよ始まる裁判員制度。今
まで裁判所はどのように刑罰を決
めてきたのか ？　過去の事件を
取り上げ、本物の裁判のために知
っておきたい、裁判のルールと考え
方を対談形式で解説しています。

西澤真樹子　監修・解説  

ホネホネたんけんたい

　本を開くと見開きいっぱいの大
きなホネの写真。ホネの中で血を
つくる ？　舌や鼻のなかにもホネ
がある ？　ヘビやカメなどいろい
ろな動物のホネを紹介して、その
不思議や秘密を解き明かします。

名倉克隆　監修

世界のお金２００

　石のお金に金貨やコイン。一番
大きなお札から刀の形をしたお金
や電子マネーまで。昔と今の世界
中のお金が写真とともに紹介され
ています。見て読んで楽しいカタロ
グ図鑑です。

今月のおすすめ本

上記の本は市内各図書館・室で借りられます。

　取り引きや証明に使っているはか
り（家庭用を除く）は、計量法で２年
に１回定期検査を受けることが義務
付けられています。
　下記の日程で定期検査を行います。
最寄りの検査会場で検査を受けてく
ださい。
　定期検査が必要な計量器
●商店・事業所・農協などで商取引
に使っているもの
●農家が庭先取引や箱（袋）詰めし
て農産物を出荷（個人取引）すると
きに使うもの
●病（医）院・薬局などで使う調剤
用のもの
●病（医）院・保健所・役所・学校・
保育所などで体重測定用に使うもの
　検査は有料
　当日、検査手数料を持参してくだ
さい。５００ を超える大型はかりは、
岡山県計量協会へ代検査を依頼して
ください。現在使用しておらず、こ
れからも使用する予定のないはかり
は、検査を受ける必要はありません。

　
市
で
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

振
興
を
図
る
た
め
、
本
市
に
現
住
所
を

有
す
る
個
人
や
団
体
が
世
界
大
会
、
国

民
体
育
大
会
、
全
国
大
会
な
ど
へ
出
場

す
る
場
合
、
激
励
金
を
交
付
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
会
へ
出
場

が
決
ま
っ
た
場
合
は
、
邑
久
ス
ポ
ー
ツ

公
園
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
20
年
度
か
ら
全
国
大
会

に
つ
い
て
は
、
一
人
年
一
回
の
交
付
に

変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
２
２
１
１

はかりの
定期検査を
受けましょう

赤羽刀の魅力が再結集したテーマ展

全
国
大
会
等
参
加
激
励
金

交
付
制
度
に
つ
い
て

長
船
鍛
冶
と
伯
耆
鍛
冶

伯
耆
・
因
幡
の
赤
羽
刀

あ
か
ば
ね
と
う

ほ
う
き

い
な
ば

■問い合わせ先
　社団法人岡山計量協会　
　　０８６ー２４２ー３１５０
　市産業振興課
　　０８６９ー２２ー３９５３

キ
　ロ

開催日

6月22日（月）
午前10時～正午

午後1～3時

午前10時～正午

午後1～3時

午前10時～正午

午後1～3時

午前10時～正午

午後1～3時

6月23日（火）

6月24日（水）

6月25日（木）

時　間 場　所

市長船支所

市牛窓支所

瀬戸内
市役所

市営住宅入居者募集
　市では、市営住宅の入居者を次
のとおり募集します。
　募集団地（入居日：７月１日）
　・弁天団地　３ＤＫ　１戸
　・福山団地　３ＤＫ　１戸
　受付期間　６月１日（月）～12日（金）
■問い合わせ先
　市建設課
　　０８６９－２２－２６４９

▼
▼

▽
▽


